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１．ボーリング柱状図を反映

２．ボーリングの岩級区分の分布範囲に対する弾性波速度区分に沿った地層区分設定
３．地層区分における弾性波速度を決定

既往弾性波 既往弾性波

今回弾性波探査

各層における弾性波探査速度は詳細速度分布図にボーリング柱状図（コアの状態）を反映して、岩級区分による層分けを行い、各層に該当する弾性波探査速度の幅とした。
１．弾性波速度分布図（0.2～0.5km/s刻み；任意設定）にボーリング結果を反映。
２．ボーリングの岩級区分の分布範囲に対する弾性波速度区分に沿った地層区分線（ D （強風化層） 、DH～CL （軟岩Ⅰ ） 、CM～CH （軟岩Ⅱ～中硬岩） 、B一部CH （硬
岩）を設定。
３．地層区分における弾性図の速度範囲より地層区分の弾性波速度を決定。

1.1.地質・岩級区分の設定
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（2）地層区分におけるボーリングコアと速度の関係

・弾性波探査測線に近接する、ボーリングデータと弾性波速度を下記に示す。

1.2.地層区分
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造成時の⾕埋め⼟。⽟⽯、
礫を不均⼀に混⼊する砂
質⼟。

渓床堆積物
強⾵化層

岩質は中硬程度。
低⾓度⻲裂が発達。

岩質は硬い部分が優勢。
⻲裂は低⾓度が優勢。

ボーリングR1-No.1
・掘進⻑：60.00ｍ
・孔⼝標⾼：68.08ｍ

トンネル断面
※投影

CH～B

-44.80m

岩質は硬い部分が優勢。
⻲裂は低⾓度が優勢。部
分的に⾼⾓度⻲裂があり、
変質を受けている。

花
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岩質は⾮常に硬い部分が優
勢。
⻲裂は低⾓度が優勢。

ボーリングR1-No.4
・掘進⻑：53.00ｍ（斜掘り：50°）
・孔⼝標⾼：49.26ｍ

-0.40m緩い砂質⼟。

-5.80m

強⾵化層。
コアは半固結状で脆
い。 Ｄ

砂質⼟

⾵化を受け岩質は軟質。

岩質は中硬〜硬。
低⾓度⻲裂が優勢。
弱く褐⾊⾵化を被る。

表⼟

-46.25m

岩質は硬〜⾮常に硬。
低⾓度⻲裂が優勢。

DH～CL-8.08m

CH～B

B

CH～B
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2.1.ボーリング調査結果について
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